
私達は街を自由に使えていない

建築問題
　従来の建築は施工完了時が最良の状態で、一度建てられたらそれ以
降大幅に更新されることはなく、衰退の一途を辿る。また敷地という
強固な枠組みが設定され周囲の土地から敷地という特別な場所が分断
される。必ず変化する需要にうまく対応できない、周囲から分断され
た孤独な物体がそこに存在している。
　新興住宅地や土地開発により私達の暮らしていた地域が形を変えて
しまうことは、思い出や存在ごと削り取られることである。
　均質に調整された空間を機能的・合理的に囲い取る、近代建築の典
型的な形式の消失が求められる。

建築に生命を創出する
　生命は絶えることなく動的な釣り合いを保ち循環している。建築も
循環はしているがそれらがもたらしている代償が大きすぎる。
　自然地形は、様々な方角に様々な傾斜を持って面し、大小多様な規
模の場所のまとまりを作り出している。多様な場所の条件にそれぞれ
適合する種の植物がそこに宿ることになる。そうした植物が生み出す
場所に生活環境を見出す動物達の棲家も同時に提供される。自然地形
は結果としてある生態系を育むというはたらきを持つことになる。
　都市空間も生命的に見ると複雑で、私達がもっと自由に介在できる
余白があるのではないか。

市街問題
　街で居心地良く過ごすには飲食、娯楽、運動など全てにおいて金銭
のやり取りを経て時間と場所を分け与えてもらわないといけない。
　日本の建築は「建物種類」と「その空間にいてもよい人間の種類」
を厳密に対応させ過ぎた。役所や図書館、病院は目的に対して滞りな
く対応するための都市機能として進化しきったせいで、今や誰もが自
由に振る舞ってよい雰囲気はほとんどない。公園でも球技禁止、飲食
禁止などの看板も見かける。
　そういった様々な禁止によって自ら禁止事項を課すことに違和感を
覚えなくなり、受動的な消費に依存した生活を従順に送っている。さ
れるがままの生活から自らで作り出す能動的な生産へと変わる必要が
ある。

受け容れることによってできる街の風景
　階段に腰を下ろして休憩することや歩道の端に植木鉢を置いて世話
をすること、暑い日に自宅の前に水を撒くこと、歩道の手摺りを物干
し代わりに使うことなど、許可も禁止もされていない行為でも撤去、
撤収されずに自然に続いている行為がある。そういった行為がもっと
街中で起こって欲しい。
　人々が受け容れ合うことで私的で自由な行為が共存する風景が生ま
れ豊かになる。街の風景とは人々の活動があってできるものであり、
機能的・合理的になり過ぎた現代にこそ再度考える必要がある。

　新築で建物を建てるのではなく既存の建物やその隙間に焦点を当て、
そこでできる活動を見つける必要がある。一本の樹木には多種多様な
生物が生息できる環境がある。複雑化された都市にも私達が自由に使
える空間は無数にあり、そこで各々が私的で自由な行為をして欲しい。
生物多様性から建築のあり方、人間の活動について考え、社会に反映
していくことは可能である。

　民間からの苦情や意見に応じた結果、規則や禁止に溢れた社会にな
った。例えば公園での騒音問題で、民間の苦情が役所に届き、役所は
それの解決案として「禁止」という形で対応する。「禁止」は最終手
段で指定時間帯での許可など段階を踏んでいって解決することができ
たかもしれない。民間と民間、民間と役所の対話が上手くできていな
いからそういったことが起こる。誰もが街を自由に使いたいはずなの
にそれができないように自らで首を絞めてしまっている。人々が受け
容れ合うことで都市はもっと自由な空間となり、私的で自由な行動で
溢れ、街の風景となる。

街は隙間だらけ

PARASITECTURE 自由な街の風景を目指して

都市は体内である。道路や川は血管、建物は臓器、人間の活動は赤血球や白血球のような栄養素の運搬や体内環境維持装置のような役割を持つ。都市に寄生する建築を提案する。

　人々が街中を私的で自由に使うための補助装置的なものが必要である。「補助的な役割」「人々の相互受容」「生命の創出」
という三つの要素から私は「仮設性」「可変性」「開放性」という言葉に辿り着いた。
　仮設性は、一時的に特定の場所を占有し、周辺の環境や需要に応じて撤去、移動できるという性質である。敷地を決める
という、基本的な建築特性が消失する。境界線が曖昧になることで人と人とが繋がりやすくなる。
可変性は、仮設性と近しく、周辺の環境や需要に応じて自由に変形できるという性質である。抗わず、受け流すことで非破壊的
に自由な空間を生み出せる。開放性は、自分達だけで自由に街を使うのではなく周囲の人 も々巻き込むために重要な性質である。
「その空間で人が何をしているのか」分かれば人は安心でき、分からなければ人は不安になる。その結果、通報という形で終わ
りを迎える。そうならない為にも私達個人の活動が周囲に開かれている必要がある。周囲の人 を々も巻き込めばお互いに認め合い、
対話できるのではないか。

「仮設性」「可変性」「開放性」を孕んだ建築を考える。

　三角形
・面を構成する最小単位　　・可変選択肢も多く、より多様な使い方が可能　　
・全て同じ形状で平面充填ができる　　・力が加わっても変形しにくい

一方の面は固定する もう一方の面は固定しない 割れたように可変する

様 な々形状の研究を行い、最終的には三角形を集合体化、連結することに可能性を感じた

　四角形
・鉛直方向にしか曲がらない
・横からの力に弱い
・同形状で平面充填ができる

　五角形
・正五角形になると角度の関係で
   必ず立体になる
・単体での弱さが目立つ

　六角形
・三角形で補える
・同形状で平面充填ができる 紙の他に塩ビ板でも制作し、連結部分に

丁番、ボルト、ナットを使用した

・任意箇所を固定すると形状がほぼ変化せず今まで
　とはまた違った形状になった
・自由に固定できるようになると環境や場所、好み
　によって様々な形状を作り出すことができる

柱一本で支えると裏表で違う形状が見られた

部品の形状を少し複雑にすること
で接着剤無しでの連結が可能

一方は点で支えると崩れるように割れるのに対し、
もう一方は点で支えても割れずに形状を保つ

PARASITECTUREの動作

圧縮する
掛ける
被せる
支える
敷く
吊るす
張る
巻きつける
巻く

…
…

日常的な活動

…
…

音楽を聴く
会話を楽しむ
ご飯を食べる
散歩する
仕事に励む
自転車に乗る
煙草を吸う
本を読む
物思いに耽る

人間の動作

歩く
くぐる
触る
座る
止まる
寝る
乗る
見る
もたれる

…
…

　2376 個からなる紙の三角筒が生み出す空間の探求を行った。二畳という規模でどのような空間が生まれるのか。
「PARASITECTURE本体が持つ基本的動作」「人間の基本的動作」「日常的な活動」の三要素を掛け合わせる事で
建築形態の動きと人間形態の動きが作用し、可視化できると考えた。

建築が動き、人も動く
　アーキグラムのインスタント・シティや黒川紀章の中銀カプセルタワービル、
バックミンスター・フラーのダイマクションハウス、伊東豊雄の東京遊牧少女
の包など、軽く、流動的な建築の構想や概念がある。社会の変化速度が加速し
ていく中で、それに対応する手段の一つである。
　ただ流動的なのは建築であって人ではなく、しかも建築を動かしたり建て替
えたりする事は容易ではない。建築と人が同時に容易に動く事が出来れば社会
の変化に流動的に対応できるようになると考えている。

パオ

画像引用
※1.XRARCH “建築は、浮かぶ、歩く、変容する─アーキグラム「建築を情報に還元する」” 2019-07-12
      https://xrarchi.org/vraa1/2019/07/12/ 建築は、浮かぶ、歩く、変容する─アーキグラム / ( 引用 2022-01-20)
※2. 現地にて撮影
※3.wikipedia 2021-06-12 https://ja.wikipedia.org/wiki/ ダイマクション ( 引用 2022-01-20)
※4. 東京遊牧少女の包（パオ） http://www.arch.oita-u.ac.jp/urban/unchiku/study/pao/pao.html ( 引用 2022-01-20)
※5.【ローマ】映画でも有名なスペイン広場！ぜひ訪れたい周辺のおすすめ観光地 18選 
       https://www.travelbook.co.jp/topic/1163 ( 引用 2022-01-20)

インスタント・シティ※1 中銀カプセルタワービル※2

ダイマクションハウス※3 東京遊牧少女の包※4

　意図していなかった使い方で空間が使われる時、その空間の魅力が最大限に発揮されると
考えている。現代建築が意図した通りに計画的に作り、それが破綻する時、時間と空間の両
方が顕在化してくる。「人々が受け容れ合う」ことで自然発生的に自由な行動が生まれる（階
段に座ることは意図されていない）。「生命の創出」についても同じで一本の樹木で育まれる
多様な生態系はその樹木が意図したものではない。その樹木という空間が結果として生態系
を育むための場所になっただけである。
　既存の都市空間に PARASITECTUREが一時的に寄生し、人々が営みを育み街の風景となる。

※5階段で腰を下ろす人々

樹木で育まれる生態系

被せる圧縮する 掛ける

敷く るけ掛て立るえ支

巻きつける 巻く吊るす
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材質：鉄
表面処理：ユニクロ
ねじの呼び径 d：M2
m（mm）：1.6
s（mm）：4
e（mm）：約 4.6
dk（mm）：約 3.8

M2 六角ナット（ユニクロメッキ）
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材質 / 仕上：ステンレス
十字穴番号：＃1
ねじの呼び径 d：M2
l（mm）：4
k（mm）：1.2
dk（mm）：4

(+) 皿頭小ねじ（ステンレス）
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材質：SUS430
H(mm)：3.8
A(mm)：32
F(mm)：3
D(mm)：5
E(mm)：22
B(mm)：21
C(mm)：4
D1(mm)：5
I(mm)：0.7
G(mm)：3.8
C1(mm)：4

薄口ステンレス丁番 32mm BH-521

材質：低発泡塩化ビニル板
t（mm）：2
h（mm）：30
w（mm）：50
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